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カキの不定芽ね心による優良結果母校の確保
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カキでは 村 高を切り げヽたl■lなどで 従 長枝が多究

し格来母llが12保できないものが多い。現在、4・果母lF

花使の目的で 社 長技にすすするねん枚がイiわれているが

手間がかかり短い枝や硬くなった桜にはl■理しにくい

などの問題点がある。本式残では、
そ
宮右
｀
 を用い、放巴

しておくとlt長杖になる不た芽の仲長を統心によつて衝

便に制御し 結 果じ枝としてrl用する方法をfFt討した。

仲長抑制効果

1991年に当場未ll試験地の23年' 付 有 611を lt試

し、処理時期と程度を変えて不定方を揃心し 対 HI区と

してねんlt区および托処理区を設けた。

そのネ=呆 描 心時の長さが同じであれば 6月 処理の

方が 3月処理よりも二次仲長が抑制され fl枝 としての

利用化も高まった。 5月処理でも 長 さ20om以下の発生

初期の不定芽を電く摘心した場合は 二 次仲長はしても

通度な長さで仲長を,1とし 利 用化の高い母枝がイ阜られ

た。また 何 れの時期でも 長 さ2ryt m以下の不定)|を強

く摘,いすると そ の後の成長が迫度に抑lllされ、枝が充

実不良となりやすく、40～御o中の不定方は 強 (拒心し

た方が 仲 長力抑 付もされた。(第1表)。

次年度のお密致および果実品質

不定チ揃心lt理をしたlr4の早桜としての能力を調べる

ため を 処:早匹のうち母枝として利用可能を私のみせん

定時に残し '枝 長および翌年 5月 における母技上の着

省数を調査した。また 1給 果枝に 1来のみ者果 (但し

5乗以下の結果杖には着呆させす)と いう基とで岩果付J

眼し 収 種時に呆実の品質を調べた。いずれも無妊理区

で母枝として残されたものを比申 !車とした。

結果母社としてrTRされた処理技 1本当たりの着昔数は

6月  ''区 >無 処理区>ね ん桜区■5月 弱 に■6月

強区>5月  強 区で 母 枝長を勅共すると 摘 心によつ

て母社長当たりの着菅数はru4加した,ま た 摘 心によつ

て枝が短くなると、年処理では花芽分化しない ド位ナに

も 告 が親察された (第1図)。

次年度における処理杜上の来実について 呆 重は 県

担メn区に比べ 5, 強 区でやや重く、6月 た理区でやや

報い傾向であつた。呆をは 5月 4理 区でやや優れ、6

月 ]'区 およびねん枝区でやや劣る傾向であった (第2

去)。

以上から 不 定芽摘心rl.理をした桜のけ枝としての能

力は 6月 摘心区と5Л弱摘心区で翌年の開子と箕、呆車

果色とも無処空区の母枝とはほ同程度の能力があると訟

められた。

結果

母枚としての利用性を考慮すると、 5月 中旬ならば

2∝醍 度 6月 上旬なら1勲ocni程度までの不定方をH「く

摘心すると そ の後の■長が打h」され 最 終的に長さ

40cm程 度までのイi果'枝 として道単な枝になる可能化が

高い。この時期より遅れた場合、4破m以 Fの長さの不t

才はほとんどなくなる。

また 摘 心によってイヒ茅分化力報 進され、処I「!で得ら

れた布呆母枝が短くても 次 年度舟果不足にはならなか

った。

寄者らは、高品質呆をとたしやすい母枝の条■1として

「30加 程度までの長さで枝～ L向 きJで あることを報告"

した。本式験では 5サ 拠 Jで 次年度の来其品質が握れ

る傾向が見られた。これは tl]時 に紅い不定芽が多い

ために最終桜長がl●くなり 前 記の優良母lfとしての条

件を前たしたものが多かったため、と考えられる。6

月 弱 にで来実月[人 典 色ともに劣ったのは じ 枝が無

処理に比べ短くなることから 新 1 葉ヽ数も減少したのに

関わらず着共強は変わらなかったため と 予想される。
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したがって 同 区では、お心程度を強くするか、やや強    こ れらのことから、5カ 中旬なら1整ocln程度、6月 上
めの渚果付J限を行えば よ り高品質な楽英の生産が可能   句 なら1紹ocn程度までの不定方を先瑞2乗程度醒く摘心
と考えられた。 すると 不 足する結果母枝を確保できるだけでなく、短
一方、ねん4F区で米矢品質が劣ったのは ,枝 が長か   め で下壬しにくい結果母枚が増えることにより果実品質
つたためと考えられる。ある程度良くなった不定芽でな   力 v旬上する、という■極的な意味も持つと考えられた。
ければ、ねん社を行いにくいことを考えると、ねん枝に

よって得られたけ枝が三めになるのはやむを得ない。

第 1哀  新 消長 描 フぶ時期 程 度と仲長停止期の枝長 (cm)
Table l R● レdoこshtP betH●en inc er dogr● o df PIncヽlltg and eFfat oF gЮ wh reヒ rdano■

処理区

0～ 卸

処理時の新梢 (c■)

20～40              40‐ヤ的              60～

347(09)

1032(08)

305(13)

400(1 6)

552(20)

9 7 3 o 8 )

5月1強〕

5月 目St

6月 強

6月'弱

ねん枝S

I処 理

161(09)

4 0 7 ( 1 8 )

235(01)

2 1 0 ( 1 8 )

773〈09)

895Qの

377(161

9 2 ( 1 2 )

500(19)

91 〕〈09)

7 3 4 ( 0 7 )

'69(07)

768(15)

1  5月 1 3日に摘心
3   1/2の 長さに摘 さ

5 ね ん枝のみ6月 6日 に行った。

( )内 は結果El杖としての利用性

第 2表  不 定方摘心で得られた結果母枚の次年における

果実数および果実品質(1992)
Tお1●2  Nttbtt and qualitios of frui`oo braDOヽObta ined

by PinchJng in■。xt y。4r

1母杖当た

り収鶴果故

(個)

5月 強`

5月 軍S

6月 強

6月 255

ねん枝|

無処理

1991年5月13日摘心
1り1年も月6日ねん枝

1り1年6月6日摘 い

本道部カラーチヤート値

2 6月 6日 に摘フ心
4 党 端2業のみお心

(十分本J用できる Ⅲ2 付 とか利用できる ,1 利 用できない :0)

呆実品質

果 重   果  色 4

(g)

防

８７

８３

８０

８５

斑

５

５

５

４

４

４ i   5月 強  5月 弱  6月 四  6月 弱  ね んttt  無処理

第1図 4処 理で得られた結果母枝の新精別着含数

(1"2)

ngl    Nunber of buds o■  。ach shoot of bra■ oh

obut■ed by phching


